
『
『
オ
ホ
亙
カ
J
ロ
ツ
ポ
ン
ス
ギ
弐
帽
岡
町
六
本
怠

『一
石
川
出
大
積
に
あ
る
大
顎
稲
荷
拘
駐
の
筏
内
に
を
つ

三
て
、
地
上
~
米
荒
の
所
で
同
同
が
五
米
四
を
有
し
、

一
そ
こ
か
ら
六
幹
に
分
か
れ
、
杉
と
し
て
は
診
し
い
委

怒
を
駒
へ
て
ゐ
る
。

オ
ホ
ヌ
カ
ポ
ウ
大
観

坊

石

川
部
大
剛
間
に
あ
っ

た
。
本
願
寺
波
諸
寺
系
闘
に
い
ふ
。
郭
光
寺
の
聞
な
一

志
念
は
、
征
夷
将
軍
健
康
親
王
の
男
陵
忠
で
、
出
盛

の
後
庄
和
中
健
如
上
人
の
弟
子
と
な
り
、
元
郎
元
年

北
隣
に
遊
化
し
、
二
年
加
州
石
川
榔
大
獄
郷
に
一
寺

を
初
め
た
。
そ
れ
が
大
級
坊
で
あ
る
。
志
念
際
安
元

年
二

n十
抗
日
六
十
一

銭
で
夜
し
た
が
後
嗣
な
〈
、

第
二
代
芯
祭
料
如
上
人
の
命
に
よ
っ
て
大
部
坊
に
位

し
、
初
め
て
純
方
山
事
光
寺
と
改
め
た
と
。

オ
ホ
ヌ
ゴ
ホ
リ
大
沼
郡
斑
拡
大
伴
家
持
の
献

の
絢
お
に
、
『
従
=
珠
洲
部
恒
持
品
叫
問
、
選
z
大
沼
郡
-
之

時
、
泊
a
回
目
前
回
問
-
仰
s

見
且
光
-
作
歌
一
泊
。
』
と
あ

る
。
こ
の
大
川
田
郡
な
る
地
名
は
柳
町
際
に
存
せ
ぬ
か
ら
、

郡
が
郷
の
烈
な
る
べ
き
こ
と
は
代
医
柏
町
以
下
の
言
ふ

厨
で
あ
る
。
耐

L
て
越
資
質
三
州
志
は
廷
に
之
を
大

晦
郷
で
あ
ら
う
と
い
う
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
非
で
、

太
洞
郷
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
印
ち
太
泊
郷

は
、
和
名
抄
に
部
ふ
所
の
越
中
凶
射
水
制
阿
務
郷
に

サ

ホ

サ

閉
じ
く
、
太
は
於
芋
と
諮
問
す
る
例
が
多
い
か
ら
、

阿
山
田
が
ず
町
出
に
胸
部
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
太
泊
郷

を
家
持
が
航
路
の
終
艶
と

L
た
の
は
、
布
勢
の
湖
口

に
上
陸
し
て
、
隣
郷
布
附
な
る
越
中
の
凶
附
に
入
っ

た
の
で
あ
ら
号
。
市
町
誕
祭
元
防
本
に
大
泊
捕
を
治
布

に
作
つ
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
、
治
布
を
治
府
の
誌
と

見
る
院
も
あ
る
が
、
凶
府
を
治
府
と
抑
制
す
る
例
脅
知

ら
ぬ
か
ら
、
従
ひ
雌
い
。

オ
ホ
ネ
ブ
大
根
布

河
北
郡
井
上
庄
に
屈
す
る

お
停
の
部
稿
。
初
め
小
字
下
出
の
地
に
あ
っ
た
が
、風

オ
再三

士
惜
の
習
を
避
け
て
守
の
慌
に
替
っ
た
・も
の
で
あ
る
。

一

オ
ホ
ネ
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン
大
根
明
神
臥
宅
出
宇
間

一加
山
分
に
何
制
限
し
、
A
Y
は
大
川
制
御
従

Lr-mす
る
。
文

政
世
畑
町
阪
に
、
『
大
川
帆
大
別
跡
、
山
分
村
之
内
大
平
銀

座
。
祭
訓
話
仙
山
内
匹
以
命
。
』
と
閉
山
す
る
。

オ
ホ
ネ
ヲ
ヤ
マ

大
被
尾
山

以
前
川
淵
父
の
出

方
に
在
る
山
。

オ
ホ
ノ
大
野

能

安

部
将
梅
郷
に
町
即
す
る
部
栴
。

資
料
十
四
年
の
剥
訟
に
‘
こ
の
村
の
土
合
と
い
ふ
腕

に
前
削
利
治
の
御
門Ud
跡
が
あ
る
と
犯
す
る
。

オ
ホ
/
大
野

羽

川

端
大
野
陀
に
印
す
る
部
古
川
。

源
M
V
椛
夜
間
割問
永
二
年
に
、
『
日
向
・
室
陥
・前
附
・大

野
・
徳
泌
・
宮
臨
ま
で
打
約
き
た
り
。
』
諮
問
川
紀
に
‘

『
緋
段
{
呂
の
こ
し
ま
で
行
て
判
官
占
有
時
翠
れ
ど
も
見

え
給
は
ず
、
そ
れ
よ
り
大
野
の
泌
ま
で
怠
り
あ
ひ
け

り
。
』
親
元
日
把
文
明
イ
三
年
抗
月
什
八
日
に
、
『
土

岐
長
抑
治
部
少
附
明
畏
加
州
大
野
村
小
中
友
術
門
流

郎
に
文
明
J
I

一
間
九
あ
づ
け
む
=
一
一
白
文
研
無
沙
汰
云

々
。
』
な
ど
L

見
え
る
。
安
政
三
年
J
1

一
周
滞
に
印
刷

う
て
大
野
村
を
川
絡
に
す
る
こ
と
そ
刻
さ
れ
、
庄

町
・
坂
本
町
・泌
川
町
・飴
手
町
・稲
荷
町
・制
的
町
・
鎚

町
・茶
銘
川
・昨，

t
阿
部
他
川
の
悩
分
荷
投
け
た
。

昨
，
上
町
は
徒
に
上
野
町
と
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
大
野
町
は
殴
郎
ご
年
抗
月
{
出
版
山
と
併
A
H

L
て
金
石
町
と
都

L
、
明
治
什
二
年
四
月
下
合
石
町

と
殴
め
、
=
一
十
一
年
五
月
大
野
町
に
復
し
た
。

オ

ホ

ノ

大
野

臥
表
部
制
限
川
郷
に
臥
す
る
郎

前
。
明
治
中
に
烹
り
凶
大
野
と
股
め
た
。

オ

ホ

ノ

大
野

臥
↑
黙
秘
下
町
野
郷
に
印
す
る
部

町
問
。
削
指
針
誓
文
郎
永
級
元
年
イ
月
持
凶
成
俊
街
地
獄

に
大
野
村
の
名
が
見
え
、
能
腎
名
跡
芯
に
は
、
『
大間町

村
は
批
世
田
村
よ
り
峠
を
越
れ
ば
下
手
に
在
り
。
町
野

川
の
絡
に
在
。
。
大
村
に
て
よ
き
村
也
o
公
節
也
。

池
山
な
ど
弘
て
酒
鼠
あ
り
。
宜
此
村
入
幡
宮
に、

陸
一
寺
州
市
出
の

西
北
か
ら
北
折
し
、

砂
正
の
悶
を
鐙
て

=

段
八
月
十
五
日
祭
組
、
紋
鰐
伎
な
ど
あ
り
。
』
と
あ

一
一訟
に
入
っ
た
。
事
足
記
に
‘
『
大
回
目
町
へ

入
る
ロ
に
砂

る
。
明
治
中
に
ポ
b
京
大
野
と
凹
め
た
。

一
山
あ
り
。
六
七
J
f

年
前
に
は
此
山
な
〈
し
て
、
凡
凶

オ
ホ
ノ
イ
ク
シ
ゲ

大
野
幾
重

ヘ
ド
一
仰
の
入
。
日

一
お
の
市
川
へ
入
る
川
な
b
L
に
、
慌
の
年
月
に
府
〈
笛

吉
川
に
引
L
て
拙
川
統
の
お
円
:
吋
教
授
し
た
。
明
治

一
る
と
い
ふ
も
、
桑

mM閉
じ
て
お
と
な
る
と
い
ふ

4
E

什
ご

年

の

町

七

十

六

前

で

制

限

。

な

り

。

』

と

い

ひ

、
明
治
初
年
の
削
に
向
そ
の
痕
跡
を

オ
ホ
ノ
イ
シ

大
野
石

能
山
式
市
大
山
山
に
産
す
る
描
〈
も
の
が
あ
る
。
阿
国
郎
二
年
そ
の
制
幽
窃
か
ら
、

石
材
。
石
英
制
岡
山
石
町
凝
反
岩
で
、
都
灰
白
色
火
山
一
山
南
に
出
お
や
一
辺
ず
る
こ
と
二
粁
除
に
し
て
、
古
川

荻
の
凝
結
か
ら
成
・
り
、
問
叫
ん
止
〈
納
一
間
で
制
限
い
。

を

阿

川
に
泊
ぜ
し
め
、
砂
斤
聞
の
一
位
水
路
は
金
増
進

オ
ホ
/
ウ
マ
ザ
エ
モ
ン
大
野
馬
左
衛
門

字
留
し
た
。
さ
れ
ば
宙
へ
の
大
野
節
税
は
大
野
川
の
布
倖

多
努
家
の
悶
法
眼
太
郎
右
術
門
の
子
縦
隊
助
は
、
大
に
在
っ
て
、
そ
の
匂
川
口
そ
大
野
泌
と
併
し
、
総
の
間

野
宗
左
衛
門
の
叫
拍
子
と
な
旬
、
黒
川
持
政
に
仕
へ
た
南
海
障
に
大
野
泌
跡
枇
が
鎮
座
し
た
の
で
あ
ら
う
o

が
、
後
続
出
し
て
加
賀
に
束
。
、
前
別
利
回
目
に
召
抱

オ
ホ
ノ
ガ
ハ
大
野
川

」
マ
チ
ノ
ガ
ハ

へ
ら
れ
て
八
一
白
石
を
賜
は
っ
た
。
頼
母
肋
に
子
な
川
。

〈
、
弟
山
内
在
術
門
や
お
A

う
て
耐
と

L
、
後
路
左
衛
門

オ
ホ
ノ
ギ

は
利
治
に
仕

へ
て
三
一
白
石
を
領
L
、
そ
の
長
子
前
左
部
一
柄
。

術
門
は
百
四
イ
行
令
、
二
子
伊
お
術
門
・
=
一
子
茜
左

衛
門
は
各
八
十
石
キ
em
配
分
せ
ら
れ
て
、
子
山
町
辿
約
し

た。
オ
ホ
ノ
ウ
マ
ザ
エ
モ
ン
ア
ゲ
チ
マ
チ
大
野
馬
左

衛
門
上
地
町

金
保
の
沼
町
名
。
一
兆
級
九
年
の
地
子

川
肝
煎
叩
柄
引
附
に
、
安
江
木
川
の
次
に
」
ハ
校
川

・
大

野
均
左
衛
門
上
ザ
地
川
と
犯
殺
し
て
あ
る
。
同
事
畠

披
問
答
の
合
印
川
向
巾
に
は
こ
の
か
円
が
な
い
。

オ
ホ
ノ
ガ
h
F

大
野
潟

l
カ
ホ
ク
ガ
タ
川
北

問。
オ
ホ
ノ
ガ
ハ
大
野
川

河
出
向
の
削
聞
石
川
郡

大
野
に
於
い
て
必
に
注
ぐ
も
の
を
、
上
流
に
於
い
て

鋭
附
川
、
下
流
に
於
い
て
大
野
川
と
い
ふ
。

読
書
四

粁
。
そ
の
大
野
川
の
水
協
は
、
も
と
迂
山
甚
だ
し
く

汎
慌
の
祭
大
で
あ
っ
た
か
ら
、
岱
永
三
年
改
修
し
た

も
の
で
、
一
に
新
川
町
群
が
あ
る
。
古
川
の
水
路
は
、

今
の
大
野
と
川
県
川
寺
と
の
削
そ
統
れ
、
畝
刷
出
及
び

mJ 
!ff 

大
野
木

臨
品
川
同
大
蒋
郷
に
回
す
る

オ
ホ
ノ
ギ
カ
ツ
ア
キ
ラ
大
野
木
克
明

高
山
桂
内

縦
助
久
俊
の
二
男
。

初
附
俊
流
、
字
は
子
悠
。
逝

m

忠
三
郎
・
平
次
郎
・
新
縦
・
会
人
。
初
め
前
倒
綱
紀
の

奥
小
将
と
な
り
、
二
百
一
h
十
石
を
食
み
、山
系
濯
し
て

千
六
百
一台
4
a
石
荷
受
け
、
人
持
組
に
班
し
た
o
n
E
よ

り
先
克
明
、
氏
永
七
年
七
月
時
日
前
号
て
氏
キ
し
大
賢

木
に
改
め
た
。
殺
し
組
叫
剖
が
伊
勢
悩
ヶ
械
に
於
い

て
椛
死
し
た
後
、
そ
の
子
叩
入
国
俊
慨
に
随
う
て

碍
傘
十
お
術
門
に
出
資
は
れ
、
涯
に
後
を
綴
い
で
羽

倉
氏
宇
一
目
す
に
来
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

亭
保

十

一
年
波
、
享
年
七
十
一
一
。
克
明
は
綱
紀
に

仕

へ
る
こ
と
六

t
年
、
怖
助
川
'
的
能
〈
佼
の
親
任
を

得
た
。
幼
よ
り
尽
や
-
好
み
、
和
誌
の
此
ハ
知
を
捗
E
m
L
、

そ
の
訟
に
銃
部
・
閑
寂
促
・
間冠
制
川
勝
文
・
和
税
務
士
削

減
・鐙
成
説
部
・助
制
家
削
車
問
・山
中
湯
治
日
砲
が
あ
る
。

オ
ホ
ノ
ギ
カ
ッ
ト
シ
大
野
木
克
敏

活
穏
仲
三

郎
。
入
持
組
大
野
木
克
点
の
次
子
で
、
天
保
十
四
年

一一一一一


